
１-①.葉⼭町公共下⽔道審議会の審議概要
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本町では、将来にわたって安定的に事業を継続していくための中⻑期的な経営計画として、令和２年度に
「葉⼭町下水道事業経営戦略」を策定し、施設・財務・組織などの経営基盤の強化を進めてきました。しかし、
本町の下水道事業を取り巻く環境は大きく変化しており、以下に示す２つの課題が表面化している状況です。

本審議会において、
①独⽴採算制の原則に向けた適切な下⽔道使⽤料への改定
②下⽔道使⽤料減免制度の今後のあり⽅

この２点について、諮問し審議を進めています。



汚水の排除に要する経費（汚水処理費）は、資本費（減価償却費・企業債の⽀払利息等）と維持管理費（施
設の運転・保守、人件費など、下水道事業の運営等に必要な費用）に大別されます。この費用は、汚水を排出
する人が特定されていることや、下水道利用者は⽣活環境の改善等の利益を受けることから、一部の経費を除
き私費（下水道使用料）により負担することが原則となっています（受益者負担の原則）。

なお、汚水処理費のうち分流式下水道に要する経費などは、公的な便益も認められることから公費により負
担するものもあります（下図参照）。

なお、一般会計からの繰⼊⾦については、毎年度、総務省からの通知「地⽅公営企業繰出⾦について」にお
いて基準が示されており、その基準に基づく繰⼊⾦（基準内繰⼊⾦）と、その基準に基づかない繰⼊⾦（基準
外繰⼊⾦）があります。
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１-②.下⽔道経営に係る経費負担の概要

経費負担の模式図経費負担の模式図



令和5年度決算における汚水処理費の内訳と費用に対する財源を下図に示します。
経費のうち、維持管理費の内訳としては管路・ポンプ場・処理場の管理に要する費用や人件費があり、特に

処理場の維持管理に要する費用の割合が⾼くなっています。また、資本費の内訳は減価償却費と企業債利息等
があります。

経費に対する財源に関し、資本費については、本町では分流式下水道に要する経費として全額を公費負担の
対象にしています。そのため、減価償却費・企業債利息等の資本費の財源は全額、一般会計繰⼊⾦（基準内繰
⼊）となっています。一⽅、維持管理費には下水道使用料が充当されていますが、使用料収⼊で維持管理費を
賄うことができていないため、一部の費用を基準外の繰⼊⾦により補填している状況です。
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１-③.本町における経費（汚⽔処理費）と負担の状況

令和5年度決算における汚水処理費の内訳と対応する財源令和5年度決算における汚水処理費の内訳と対応する財源



１-④.葉⼭町公共下⽔道審議会スケジュール

4

開催日時 テーマ

第１回
（諮問）

令和６年10月18日（⾦）
13:30〜15:00

〇概要説明
・審議事項の説明
・葉⼭町下水道事業の現状・課題
・他自治体との比較
・今後のスケジュール

第２回 令和６年11月20日（水）
10:30〜12:00

〇概要説明
・使用料対象経費の算定⽅法

●議題
①使用料改定率に関する審議
②減免制度のあり⽅に関する審議

第３回 令和７年３月27日（木）
13:30〜15:00

●議題
①使用料改定率・使用料体系（案）に関する審議
②減免制度のあり⽅に関する審議

第４回 令和７年４月22日（火）
13:30〜15:00

●議題
①使用料体系（案）に関する審議
②減免制度のあり⽅に関する審議

第５回
（答申）

令和７年６月30日（月）
15:30〜17:00

●議題
①使用料改定（案）に関する最終審議
②減免制度のあり⽅に関する最終審議


